【解説】
「障害者虐待防止と私たちの仕事」
　施設や事業所のなかで、実は多くの虐待や虐待につながる不適切なかかわりが起こっていたことは紛れもない事実である。また、従事者自身の認識が「自分たちだけは虐待をしていない」、「他の職員はしていても自分だけはちがう」という認識もあるでしょう。しかしここでは、虐待があることや自分だけは違うという認識を確認し、具体的な実践に生かしていくことが大きな目的になります。さらに、不適切なかかわりである虐待の芽を大きくしない、不適切なかかわりをなくすなど予防的なかかわりを必要としています。つまり、不適切なかかわりさえも許さない職場や一人一人の職員の意識をつくることが大切になってくるのです。

　また、実際の支援の上では、一人一人の利用者を尊重し、ストレングスに着目した支援を展開できるような力量も求められてきます。今回は、施設や事業所で起こりうる虐待の芽から虐待へと発展する可能性のある事例を取り上げました。普段の支援の中で、サービス管理責任者として何ができるのか、従事者として何ができるのかを考え、PDCAサイクルの考え方を活用しながら、個別支援計画の見直しを行いました。ここでは、支援の仕方の悪い人を探すのではなく、本人を中心においた支援とは何か、本人のストレングスに着目するとどうであるのか、さらにそれらを生かした支援をしていくためには、どのような環境や人づくりが必要になるのかなども含めて考えていく必要性に気づかれたことと思います。
都道府県の研修において、その地域にあわせた事例を用いながら演習を進めてください。実施する際には、①グループワークでのサポーティブな雰囲気作り、②グループワークの人数等の配慮など、受講者が安心して虐待に対して自らの問題としてとらえ、その課題について話し合えるような場を作ることが必要となります。

さらに、個別支援計画の再策定では定型の答えを求めるのではなく、あくまで自分自身の問題としてとらえる姿勢を求めていくこと、自らが虐待者あるいは加担者であったことにふりかえりから気づき、それらの気づきをもとにどのような行動レベルでの改善をはかっていけばよいのかを具体的なプランに落としていくこと、自らの課題としてとらえることに注目してください。

